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1. 2022年12月期第3四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第3四半期 40,468 18.9 5,295 38.8 6,239 48.8 4,520 53.1

2021年12月期第3四半期 34,049 35.2 3,816 201.3 4,191 212.1 2,952 313.8

（注）包括利益 2022年12月期第3四半期　　5,929百万円 （61.7％） 2021年12月期第3四半期　　3,665百万円 （752.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第3四半期 127.26 126.41

2021年12月期第3四半期 81.65 81.21

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年12月期第3四半期 62,775 40,171 63.5

2021年12月期 57,769 35,360 60.7

（参考）自己資本 2022年12月期第3四半期 39,833百万円 2021年12月期 35,072百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

2022年12月期 ― 18.00 ―

2022年12月期（予想） 18.00 36.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 53,000 15.6 6,000 29.6 6,100 18.9 4,600 22.3 129.49

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

詳細は、添付資料P8「2．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期3Q 37,735,784 株 2021年12月期 37,735,784 株

② 期末自己株式数 2022年12月期3Q 2,210,601 株 2021年12月期 2,214,684 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期3Q 35,524,057 株 2021年12月期3Q 36,159,964 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって異なる結果となる場合
があります。なお、上記業績予想に関する事項は、P.３「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・決算補足説明資料につきましては、決算発表後一週間以内に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、「ベンチャースピリット溢れる企業集団を目指す。」を企業理念とし、グループ本社機能の強

化・レベルアップによりグループ全体の間接コストを抑制し、グループ各社の事業展開スピードを向上させ利益成

長を加速することを経営方針としております。

本年度の重点施策として、グループ本社の管理機能を向上させることにより、グループ全体のコストの効率化と

財務力の強化を図り、グループ各社の機動的な事業展開を促進しております。また、グループ各社の事業連携の強

化を推し進め、シナジーの創出を加速することを目指しております。

当第３四半期連結累計期間は、既存主力事業の大幅な伸長及び為替の影響等で、売上高は404億68百万円と前年

同期に比べ18.9％の増収となりました。利益面では、売上高の伸長に伴う売上総利益の増加が販売費及び一般管理

費の増加を大きく上回ったため、営業利益は52億95百万円（前年同期比38.8％増）となり、経常利益は為替差益の

増加等により62億39百万円（前年同期比48.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は45億20百万円（前年同

期比53.1％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① ＳＳ事業

ＳＳ事業は、売上高173億39百万円（前年同期比15.4％増）、営業利益は22億93百万円（前年同期比26.7％増）

となりました。

防犯関連は、売上高は119億56百万円（前年同期比15.7％増）となりました。国内におきましては、部品不足に

よる製品供給遅延が影響し、前年同期実績を下回りました。一方、海外におきましては、米国及びヨーロッパで

の大型重要施設向け屋外用センサーの販売が順調に推移し、前年同期実績を大幅に上回りました。

自動ドア関連は、国内向けの販売が堅調に推移し、海外向けの販売も大幅に伸長した結果、売上高は38億90百

万円（前年同期比19.2％増）となりました。

② ＩＡ事業

ＩＡ事業は、売上高220億34百万円（前年同期比21.2％増）、営業利益は30億62百万円（前年同期比40.9％増）

となりました。

ＦＡ関連は、半導体、電子部品及び二次電池向けの需要が拡大し、中国を中心とした海外向けの販売が大幅に

伸長した結果、売上高は83億64百万円（前年同期比15.4％増）となりました。

ＭＶＬ関連も、半導体及び電子部品業界向けの販売が好調に拡大しており、売上高は98億85百万円（前年同期

比17.3％増）となりました。

ＩＰＣ関連は、半導体製造装置向けで産業用コンピュータの販売が堅調に推移した結果、売上高は29億71百万

円（前年同期比18.5％増）となりました。

ＭＥＣＴ関連は、売上高は８億12百万円となりました。なお、第１四半期連結会計期間より、2021年11月に連

結子会社化したミツテック株式会社を、ＩＡ事業のＭＥＣＴ関連としております。

　※ＭＥＣＴ：Mechatronics（メカトロニクス）

③ ＥＭＳ事業

ＥＭＳ事業における外部顧客への売上高は、生産受託案件の増加により６億56百万円（前年同期比37.4％増）

となりました。営業利益もグループ内製品の製造量が増加した結果、３億18百万円（前年同期比25.4％増）とな

りました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は627億75百万円となり、前連結会計年度末に比べ50億６百万

円増加しました。

流動資産は473億49百万円となり、48億４百万円増加しました。これは主に、原材料及び貯蔵品等の棚卸資産

が36億67百万円増加したことに加え、売上高の増加により受取手形及び売掛金が10億55百万円増加したことによ

るものであります。

固定資産は154億26百万円となり、２億１百万円増加しました。これは主に、償却等により顧客関係資産等の

無形固定資産が２億40百万円減少したものの、投資その他の資産が２億45百万円、建物及び構築物等の有形固定

資産が１億96百万円それぞれ増加したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は226億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億96百万

円増加しました。これは主に、短期借入金等の流動負債が９億77百万円減少したものの、長期借入金等の固定負

債が11億73百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は401億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ48億10百

万円増加しました。これは主に、利益剰余金が33億48百万円、為替換算調整勘定が15億１百万円それぞれ増加し

たことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間における経営成績は、第２四半期連結累計期間に引き続き、ＳＳ事業の欧米向けや

ＩＡ事業のアジア向けの販売が、為替レートの円安と相まって想定を上回り伸長するなど、好業績の結果となりま

した。

通期の業績予想につきましては、足元では好調な引き合いが継続している一方で、半導体や電子部品等の需給逼

迫の継続や、為替市場の動向等、事業活動に及ぼす影響が依然として不透明であるため期初予想を据え置いており

ます。今後の状況により連結業績予想を修正する必要が生じた場合は速やかに開示いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,120 16,747

受取手形及び売掛金 10,444 11,500

有価証券 133 330

商品及び製品 3,970 5,275

仕掛品 1,894 1,832

原材料及び貯蔵品 5,771 8,195

未収還付法人税等 207 123

その他 3,060 3,404

貸倒引当金 △57 △61

流動資産合計 42,544 47,349

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,308 3,431

機械装置及び運搬具（純額） 333 385

工具、器具及び備品（純額） 836 770

土地 2,480 2,535

建設仮勘定 35 68

有形固定資産合計 6,993 7,190

無形固定資産

特許権 362 299

商標権 411 362

顧客関係資産 642 528

のれん 1,052 1,040

その他 735 732

無形固定資産合計 3,204 2,963

投資その他の資産

投資有価証券 2,117 2,166

長期貸付金 373 463

繰延税金資産 1,954 2,026

その他 612 647

貸倒引当金 △31 △32

投資その他の資産合計 5,026 5,272

固定資産合計 15,224 15,426

資産合計 57,769 62,775

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 4 -

オプテックスグループ㈱（6914）2022年12月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,589 3,374

短期借入金 10,520 8,506

１年内返済予定の長期借入金 164 640

未払金 1,260 946

未払法人税等 1,370 961

賞与引当金 988 1,140

その他 1,667 2,013

流動負債合計 18,562 17,584

固定負債

長期借入金 210 1,481

繰延税金負債 1,146 1,059

再評価に係る繰延税金負債 22 22

退職給付に係る負債 1,366 1,398

役員退職慰労引当金 180 138

その他 919 918

固定負債合計 3,846 5,019

負債合計 22,408 22,604

純資産の部

株主資本

資本金 2,798 2,798

資本剰余金 7,580 7,580

利益剰余金 27,549 30,898

自己株式 △3,594 △3,588

株主資本合計 34,333 37,689

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 48 △61

土地再評価差額金 △5 △5

為替換算調整勘定 725 2,227

退職給付に係る調整累計額 △30 △15

その他の包括利益累計額合計 738 2,144

新株予約権 275 322

非支配株主持分 12 15

純資産合計 35,360 40,171

負債純資産合計 57,769 62,775
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 34,049 40,468

売上原価 16,204 19,575

売上総利益 17,845 20,892

販売費及び一般管理費 14,029 15,596

営業利益 3,816 5,295

営業外収益

受取利息 10 18

受取配当金 12 12

投資有価証券売却益 8 18

投資事業組合運用益 6 7

為替差益 149 768

受取賃貸料 18 13

保険返戻金 41 45

持分法による投資利益 11 53

補助金収入 131 18

その他 40 49

営業外収益合計 431 1,005

営業外費用

支払利息 24 39

売上割引 17 -

賃貸費用 7 7

その他 5 14

営業外費用合計 55 61

経常利益 4,191 6,239

特別利益

固定資産売却益 3 8

投資有価証券売却益 10 -

特別利益合計 13 8

特別損失

固定資産除売却損 13 4

関係会社株式評価損 33 -

事務所移転費用 32 -

特別損失合計 79 4

税金等調整前四半期純利益 4,125 6,243

法人税、住民税及び事業税 1,553 1,801

法人税等調整額 △381 △80

法人税等合計 1,172 1,721

四半期純利益 2,953 4,521

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,952 4,520

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 2,953 4,521

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 29 △110

為替換算調整勘定 662 1,503

退職給付に係る調整額 20 14

その他の包括利益合計 712 1,407

四半期包括利益 3,665 5,929

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,663 5,926

非支配株主に係る四半期包括利益 2 2

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、収益は顧客との契約において約束された対価から、リベート及び売上割引を控除した金額で測定していま

す。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。

なお、当該会計方針の変更が当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。また、利益剰

余金の当期首残高に与える影響はありません。

「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取

扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりま

せん。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う会計上の見積りに

ついて）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定について重要な変更はありません。

- 8 -

オプテックスグループ㈱（6914）2022年12月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

ＳＳ事業 ＩＡ事業 ＥＭＳ事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
15,023 18,183 477 33,684 364 34,049 － 34,049

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

46 15 7,457 7,520 43 7,563 △7,563 －

計 15,070 18,198 7,935 41,205 408 41,613 △7,563 34,049

セグメント利益

又は損失（△）
1,809 2,174 254 4,237 △12 4,225 △409 3,816

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

ＳＳ事業 ＩＡ事業 ＥＭＳ事業 計

売上高

防犯関連 11,956 － － 11,956 － 11,956 － 11,956

自動ドア関連 3,890 － － 3,890 － 3,890 － 3,890

ＦＡ関連 － 8,364 － 8,364 － 8,364 － 8,364

ＭＶＬ関連 － 9,885 － 9,885 － 9,885 － 9,885

ＩＰＣ関連 － 2,971 － 2,971 － 2,971 － 2,971

ＭＥＣＴ関連 － 812 － 812 － 812 － 812

その他 1,492 － 656 2,148 437 2,586 － 2,586

顧客との契約か

ら生じる収益
17,339 22,034 656 40,030 437 40,468 － 40,468

外部顧客への

売上高
17,339 22,034 656 40,030 437 40,468 － 40,468

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

62 32 9,032 9,127 53 9,180 △9,180 －

計 17,402 22,066 9,689 49,158 490 49,649 △9,180 40,468

セグメント利益 2,293 3,062 318 5,674 25 5,700 △404 5,295

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、ソフトウェア開発及び環境体験学習運営等

の事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△409百万円には、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに

配分していない全社費用が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、ソフトウェア開発及び環境体験学習運営等

の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△404百万円には、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない

全社費用が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

- 9 -

オプテックスグループ㈱（6914）2022年12月期　第３四半期決算短信


